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氾濫危険情報の発表前倒しについて 

1



氾濫危険情報の発表前倒し（１／３）

 現在、国管理河川の指定河川洪水予報では、氾濫危険水位※１

に到達したときに氾濫危険情報を発表している。
※１ 洪水により、相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫のおそれがある水位

 今般、基準地点において、氾濫する可能性のある水位※２に３時
間先※３までに到達する見込みの場合は、予測に基づいて氾濫
危険情報を発表できるよう運用を改善する。

※２ 氾濫危険水位を上回る所定の水位。

河川区域内で最も越水・溢水の可能性が高い箇所で氾濫が始まるときの
水位を、そこを受け持つ水位観測所における水位に換算した水位

※３ 流出の速い河川では、柔軟に運用

 予測に基づく氾濫危険情報は、令和４年６月１３日から運用予定。
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氾濫危険情報の発表前倒し（２／３）

実況水位が氾濫危険水位に到達した場合に、

氾濫危険情報（警戒レベル４相当；避難指示の目安）を発表

現在
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氾濫危険情報の発表前倒し（３／３）

３時間以内に
所定の⽔位に
到達を予測

改善後
従来の運用に加えて

各箇所の氾濫開相当⽔位
から定めた所定の⽔位

３時間先までの予測水位が所定の水位に到達した場合に、
氾濫危険情報（警戒レベル４相当；避難指示の目安）を発表
氾濫危険水位の設定時に考慮した条件を上回る急激な水位上昇に対応し、
これまでの運用より早い段階から警戒を呼びかけることが可能になる。
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洪水予報の発表文（１／２）

■洪⽔予報の発表例⽂（予測⽔位による氾濫危険情報） ■洪⽔予報の発表例⽂（氾濫危険情報）

基本的に「氾濫する可能性のある水位」への到達を3時間

先に予測した場合に適用する。その後、氾濫危険水位到
達した場合に氾濫危険情報は出さない。
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■⼤⾬特別警報の警報等への切替時
臨時の洪⽔予報例⽂

洪水予報の発表文（２／２）

■洪⽔予報の発表例⽂（氾濫注意情報）

6




